
木更津市内に現存する天正検地帳の２例目の資料 
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 天正検地帳及び寛永八年検地帳は、下
しも
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の旧家善場家に代々伝えられてきた

古文書のひとつです。 

検地帳とは、検地の結果を記録した土地台帳のことです。その中でも、天正

検地帳は、太閤
たいこう

検地に伴う歴史資料として、学術的価値が広く認められていま

す。 

木更津市内に現存する天正検地帳は、千葉県指定文化財｢天正検地帳（上総国
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）｣が知られていましたが、今回の資料

は２例目にあたり、寛永八年検地帳とあわせ、江戸時代の土地の状況、農民や

耕作の実態を知る上で貴重な資料となっています。 
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県指定文化財：有形文化財（古文書） 

指定年月日：令和 8 年 9月 14日 

所在地：木更津市太田 2-16-2（木更津市郷土博物館金のすず） 

所有者：木更津市 

員数：5点 

公開・非公開の別：公開 
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